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4.76兆円（2023年速報）
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9.1兆±1兆円（2034年）

団塊世代ピーク（1948年
生まれ）が 後期高齢者に 高齢者人口減少少子高齢化

人口減少

医師の「働き方改革」 医療従事者の減少・都市偏在の拡大

政策 DASH for SaMD2

次世代医療基盤法改正 EHDS対抗可能なデータ法制 医療データの二次利用の拡大

医療におけるDX

生活習慣病の予防セルフケア

オンライン診療本格化

疾患治療の予後改善

在宅医療の普及オンライン診療・在宅医療

各種低侵襲治療低侵襲/無侵襲医療と個別化医療

専門医の不足を補う補助機能 省力・自動化

スマートウォッチなどの汎用IT機器の医療応用

医師を補助する機能 デジタル医療

セルフケア

カテーテル治療の拡大 デジタル医療との統合低侵襲治療

AI応用

個別化医療

治療アプリ

患者に合わせたカスタムメイドインプラント

エビデンスレベルの高いアプリ
セルフケア

低侵襲治療

AI応用

個別化医療

画像診断支援

3D造形によるカスタムメイドインプラント ソフト的な付加価値

非専門医のAIによる支援

生成AIによる手術記録自動生成

AIによるセルフケア

生成AIによる診療業務支援

スマートウォッチによる血糖モニター

国産手術ロボット 手術プロセスのアーカイブサービス 治療のデジタルプラットフォーム

手術ログ集積・解析技術

大規模言語モデル・生成AI技術

モノ・ヒトのフロー解析技術

化学センサー

品質保証技術

立体臓器模型による使いやすさの評価技術 VR（仮想現実）による使いやすさの評価技術

3D造形による高度機能材料技術

AI関連技術

3D造形技術

センサー技術・実装技術

VR・AR応用技術

デバイス技術・材料技術

医療ICTのセキュリティー

AI基盤技術

セキュアなIoT

無線給電技術 省電力技術

入力真正性検証技術

in vitro評価によるコスト・開発期間圧縮 
評価技術

in silico技術による物理的挙動の評価 in silico技術による生理作用のシミュレーション

～2024時期（年） 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

本稿では、「新しい医療を生み出す医療機器」を先進医療機器と定
義し、そのトレンドと共に今後10年を展望する。医療機器市場は、
世界規模では推定約5,400億米ドル（2023年）、2034年には9,900
億±1,000億米ドルと予想される。日本の市場規模は、4.76兆円

（2023年速報）、2034年には9.1兆±1兆円と予想される。
日本の医療は、高齢化と医療の担い手不足への対応が喫緊の課題

だ。医薬品や材料の物流も安泰ではない。そんな中、先進医療機器
への期待が高まっているのが、(1)疾病兆候の早期発見や、行動変容
による予防や治療を図るセルフケア、(2)オンライン診療・在宅医
療、(3)患者に優しい低侵襲・無侵襲医療と個別化医療、（4）高齢
化・人口減少に対応する省力・自動化などの分野だ。

セルフケアで注目を集める商品が、スマートフォンなどで動作す
るアプリ、AI応用の製品などだ。特にスマートウォッチによる連続
血糖値モニタリング、血圧モニタリングへの期待が高い。

低侵襲治療ではカテーテル治療などの手技が拡大すると共に、デ
ジタルプラットフォームと一体化するトレンドが見られる。その代
表と言えるのが手術ロボットで、米インテュイティブ・サージカル
社の「ダ・ヴィンチ」などは、手術室全体をカバーするデータソ
リューションと一体化しつつある。

AI応用では、手術映像をリアルタイムで解析して組織判別を行う
AI手術ナビゲーションシステムへの注目度が高く、2024年には国
産AIシステムも相次いで承認されている。これらの開発に不可欠
なのが高品質のデジタルデータだが、国内でも複数企業が手術の
アーカイブサービスを始めている。個別化医療では、3D造形によ
るカスタムメイド歯科インプラント、整形外科インプラントが登
場。省力・自動化では、生成AIを応用した手術記録の自動出力など、
診療業務を支援するAIの登場が期待される。

今後の技術トレンドとしては、生成AIやこれまで用いられていな
かったデータを用いるAIが期待される。海外では院内の患者容体
の予測などが始まっている。この他、医療機器における開発・評価
期間の時短も重要な課題だ。

先進医療機器

産業技術総合研究所　健康医工学研究部門　首席研究員

鎮西清行

日本の医療機器市場は
2034年には9兆円規模へ

セルフケアなどの分野で高いニーズ

未来予想図ダイジェスト
注目テクノロジー 11

AI応用などでは国内企業の躍進も
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血糖値、血圧の連続モニ
タリング。手術ロボットの
主戦場はデジタルプラッ
トフォームへ。国産AIも追
随。データを巡る競争へ

1 歯科・整形インプラントの
３D造形はビジネスモデ
ルの革新に。長期的には
ソフト的付加価値が鍵。
生成AIは診療業務支援
から

2 生成AI開発に必要なデー
タを安 価・ 効 率 的 に集
積・解析する技術。安全
なIoT、ハードニングなど
の運用技術

1 先進医療機器を医療に定
着させるには1つのブレー
クスルーだけでなく、複
数の技術分野の総合力が
必要。品質管理技術も求
められる
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（出典）『テクノロジー・ロードマップ2025-2034〈全産業編〉』（日経 BP 社）の一部を抜粋・再編集し当社作成
※本コラムは日経 BP 社の協力のもと、著者の見解をもとに作成しています。将来の予測に関しては当社の公式見解と異なる場合があります。

商品トレンド

サマリー

技術トレンド


